










教者旭蓮社澄円（一二九〇―一三七二）に着目し、著書『浄土十勝箋節論』 （以下、 『浄土十勝論』 ）十五巻ならびに『同輔助義』四巻を取りあげて、浄土学・真言学の研究者を中心に行っている。　
具体的には、 これまで一度も活字化されていない『浄土十勝論』 『同輔助義』について、 嘉永五年刊本〈文
久四年再版本〉を底本とし、翻刻・書き下し・語注の作成を中心に行い、また、澄円とその著作に関する個人研究を翻刻作業等と並行 て行ってきた。 かし 今年度より作業 ペースアップを考え、書き下しと出典注のみ報告することにした。　
今年度の共同研究については、巻上乾中四八丁オから最後までと、巻上乾下の書き下し及び出典注の作
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矧んや又た彼は塵劫流転して悪業増多なれば、業権重きに由りて四悪の楚毒を吞むをや。此は一生泥滞して善根甚だ無量なり。善権重き 由り 三趣の快楽に誇るか。智人商量せよ 智人商量せよ　
曰く敢えて問う。 此は是れ父師意密の一説ならん。何んの言ぞや。曰く、且く退心種姓の一類軟




































重 悪人と為る。是れ豈に円人悪趣 堕在するに非ずや 但し「即往人天不堕悪趣」等の説に至りては、此 は是れ多分に約して以て語を為す。学者偏存す こと勿れ 若し此れ等の文理に準じて之れを言わば三心退失 人は は人天に生じ、少分は四趣に堕せ か。如何　
答えて曰く、 の難不類なり。彼は自力有上の疎行なり。此は他力無上の妙善なり。比論するに足らず。
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問う。大機小機共に此の教を修せば、二つ共に即身成仏するや 答う。此れ爾るべからず。問う。其の意、何ん。答う。今の意は大機は即身成 し、小機は後の十六生に成仏すと云うべし。問う 何を
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南にして晋 適くがごと 。然れば則ち 今博く八挺の道人を見聞するに、一乗 妙典 誦するの者も初縁実相の解行無く、五部経軌を持つの彙いも阿字大空の観念を忘れたり 何ん為れぞ無忘なるや。夫れ実相は無相にして実相を遠離し、阿字は有相に て を勦絶せり。此 等の寂理智光、難解難入な が故に、初心創稟の行者未だ曽て心を措
お
かず。故に成仏の下種を闕き、熟脱の巨益を失えり。若し、下種熟脱
の三徳無くんば、奚んぞ流来生死の四有 絶たんや 有道の人省察せよ。夫 末代悪世の行人等、只だ聞信解行の四位に泥滞して、 断惑証理の高科に登らず。 是れ時機相感せざる所以な 。 譬えば臘月 麦穂、実、熟
あから
まず、仲秋の紫筍、成長せざるが如く、又た無射の梨華、応鐘の桃華の倶に菓実を結ばざるに似た

































































































































































雖も、正しく断惑証理の義相を明かすことは、千車轍 共にし万流醎会する者か。爰に牟尼の秋月既に本覚の山に隠れ、慈尊の春華未だ機縁 林 綻ろびず、吾等、二尊の中間に於て、三障の雲翳、厚く覆いて尸羅清涼の桂月明らかならず。五濁 逆浪悪
あら
く翻りて円密禅那の慧水澄みがたく、四住眩きて如来の知見























































































を摂す・後の四は皆な徳智の摂なり・又た後の四度は・前の六度を助けて・円満する とを得せしむ・方便は前の三度を助け・願は進を助け・力は禅を助け・智は般若を助くるなり梵に 波羅蜜と云い 此こには到彼岸とも 到は即ち彼岸に到るなり・彼岸に二種有り・一には十度を行して究竟するを到彼岸と名づ ・二には生死を此岸と為す・煩悩を中流と為し・涅槃をば彼岸と為す・謂く此の十度を行じて 菩提涅槃の二転依の果を得るを名づけて なす
  無量の行願、相続無間にして、一万劫を満じて、方に初て第

































此の五欲の過患をいわば、色は熱金丸 之れ 執れば則ち焼くが如く、声は毒塗鼓 之れ 聞けば必ず死するが如く、香は弊竜気の之 を嗅げば則ち病め が如く、味は沸蜜湯の之れを呑めば則ち爛るるが如く、蜜塗刀の之 を舐れば則ち傷むが如し。触は臥獅子 之に近づけば則ち齧むが如し。五欲は、得て之れを厭うこと無し。悪心転
うた
た熾んなること、火に薪を益すが如し。世世に害を為すこ





















































































て通ぜず。顙額を中傷するな 。外書に呼びて臭と為す。故に『易』に云く、 「其の臭きこと蘭の如し」と。 『道経』には「五香」と謂う。故に『西升経』に云く「香味是
寃あざむ
く。五味とは、謂く酸辛甘苦









































































































の母を離るることを得ず、若 母 離 れば、或いは沈井に堕し、乳に渇して死するが如く、又た、鳥子 羽翅未だ成らざれば、只だ樹に依りて枝を伝うことを得て遠く去ること能わず。羽翮成就しぬれば
 翮は下革の反り。謂く鳥の翅なり。長き羽を翮と云う
、方に能く空を飛ぶこと自在無礙なるが如し。凡夫、力無きは、唯だ専ら阿弥
陀仏を念じたてまつ ことを得れば 便ち三昧 成ず。業成を以ての故に臨終 念を斂むれば生を得ること決定して疑わず。阿弥陀仏 見たてまつりて、無生法忍を証し已り 、還りて三界に来たりて、無生忍の船に乗じ、 苦の衆生を救い、 広く仏事を施すに、 意 任せて自在なり。故に『論』 云く「地獄に遊戯すとは
 獄に入りて苦を救うに、意に随いて自在なるが故に遊戯門と曰う
、行者、彼の国に生じ、無生忍を得已りて、還りて生死の国に






























して起 ざるが故に不退なり 五 は、彼の国 生ずれば即ち寿命永劫にして、仏共に斉等なり。故に不退なり。此の悪世 在りては、日月短促にして、阿僧祇劫を経て、復た煩悩 起さずして、長時に道を修すとも云何んが無生忍を得べけんや。
智度論の第五十に云く、無生滅の諸法実相の中 於て 信受し通達し無礙不退なる、是れを無生法忍と曰うと。別円地住の菩薩、方に此の忍を得るなり。又た一師の云く、無生と
は、是れ境、所執の生無きなり。法とは是れ教、無生 詮する教なり。忍とは、印証の義なり 地前の昔は聞きて未だ智をも 証すること能わず。登地已上の智 能く印証するを無生忍と名づくるなり。
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し所被の根機無きときは、則ち一乗の開演 欠す。所謂彼の旃陀多宝 二仏 只だ三を開きて一を顕さざ
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問て曰く、 毘曇有門の意は、 事相浮偽の迷いに於て、 已前に断尽すれども、 尚お重ねて起こり易きが故に、







































































































































旧に云く、法才王子、六心の中に 退す。即ち、 「十住の第六心」 云 難じて云く、十住をば性地という。性は不改を以て義と為す。云何んが退して二乗と作さん。其れ猶お、一答すら 性は是れ一闡提と作らず。大を退し 小に向うことを妨げず
 已上と。






































































































































































































































出典未詳。 『釈氏稽古略』 （ 『正蔵』四九・七九七下）に同文あり。『金剛峯楼閣一切瑜伽瑜祇経』 （ 『正蔵』 一八・二五八中） に同文あり。空海『法華経開題』 （ 『正蔵』五六・一七二下） 。出典未詳。出典未詳。覚超『金剛三密抄』 （ 『正藏 七五・六九一中～下）に同文あり。出典未詳。宥海 『大日経疏鈔』 （ 『正蔵』 六〇・三四 中） に同文あり。一行『大日経疏』 （ 『正藏』三九・六六八中） 。空海『理趣経開題』 （ 正藏』六一・六一二上） 。伝空海『即身成仏義』 （ 『正藏』七七・三八四中～下） 。伝空海『即身成仏義』 （ 『正藏』七七・ 八四下～三八五上） 。空海『秘蔵記』 （ 正蔵』図像部一・ 上） 。空海『秘蔵宝鑰』 （ 『正藏』七七・三六六中～下） 。安然『胎蔵金剛菩提心義略問答鈔 （ 『正藏』七五・四七一上） 。荘子『繕性篇』 。 出典未詳。




































































































































































































































































智顗『菩薩戒儀疏』 （ 『正蔵』四〇・五七五下） 。智顗『梵網 経義疏』 （ 『卍続蔵』三八・一五中） 。出典未詳基『成唯識論集記』 （ 『正蔵』四三・六〇三中） 。基『成唯識論集記』 （ 『正蔵』四三・六〇三上） 。世親『往生論』 （ 正蔵』二六・二 一上） 。闍那崛多訳『十二礼』 （ 『卍続蔵』二・一五五中） 。しかし、 善導『往生礼讃』 （ 『浄全』四・三六四上）の方が近い。『荘子』雑篇・康桑楚。法照『五会法事讃』 （ 『浄全』六・六八三上） 。玄奘訳『称讃浄土経』 （ 浄全 一・一八七下） 。善導『般舟讃』 （ 『浄全』四・五三三上） 。空海『三教指帰』 （ 『弘法大師全集』第 輯、三四九。
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